
神奈川生まれの
ご当地米
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特集　開成町のお米

このコーナーでは、町内の気になるあの場所・あの人をまちづくり情報特派員が取材します。気になる情報をお寄せください！

火加減が大切

左から、体験した、小金美和さん、
武藤一美さん、中野友紀枝さん
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  取材を終えて
　最近は、保育の一環として幼稚園や
保育園児が瀬戸屋敷を訪れて、かまど
体験をするそうです。身近にこのよう
な経験が手軽にできる場所があること
は開成町の自慢ですね！

まちづくり情報特派員　武藤 一美
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調べて！まちの調査隊

お米の洗い方 ～瀬戸屋敷流～
　知ってるようで知らないこの作業。まずはお米の洗
い方をスタッフの松本さんに教えてもらいました。

　ザルの中にお米を入れてさっと水
で優しくすすいで水をこぼす（ヌカ
の成分を吸ってしまうので出来るだ
け素早く！）。
　今のお米は昔と違って精米技術が
高いので、そんなにゴシゴシ洗う必
要はないそうです。

料金：１人前 1,000円
※釡の都合上、３人前からのご利用です。

↑瀬戸屋敷の
予約はコチラ

おいしいね！
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　水を入れずにお米だけやさしくま
ぜ洗う（力を入れずに指先だけでま
ぜるように！）。
　その後、お水を入れて軽くまぜ洗
い、水を流す（だいたい２・３回く
らいの洗いで良い！）。
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　洗い終わったら水につけずに冷蔵
庫で20～30分くらい置いておく。
（※瀬戸屋敷流のやり方です）
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　「はるみ」は、神奈川県産として、初めて
「特Ａ」を獲得した、神奈川県ブランドのお
米です。香り豊かで、つややか、もっちりと
した食感の冷めてもおいしいお米です。
　「県内での作付面積をさらに増やしていき
たいです。まだ、生産量が少なく、県内での
消費が主で、県内でしか「はるみ」を買うこ
とが出来ません。最近では、「朝ドレファ～
ミ♪」だけでなく、JA開成グリーンセンター
でも購入できるようになりました。もっと「は
るみ」のおいしさを開成町の皆さんにも知っ
てもらいたいですね。」と、JAかながわ西湘
の花原さんは話してくださいました。

　各学校では、10～11月に地場産品を使った
給食が登場。
　給食を食べた子どもたちは、「もちもちし
ていてすごくおいしい！」、「最後まで甘みが
あって食べやすい！」と話してくれました。

学校給食を通じて「はるみ」を
子どもたちへ

開成南小の
地産地消給食▶

JAかながわ西湘営農部
指導販売課指導係
花原　恵美香さん

はるみ

特A 　町内外の親子、相互交流し
ている真鶴町の子どもたちが、
手作業で「田植え」から、鎌を
使っての「稲刈り」までを体験
しています。

米栽培体験学習塾

米
づ
く
り
を
伝
え
る
取
組
み

　
町
で
は
、
学
校
給
食
で
の
地
場

産
品
使
用
の
取
組
み
と
し
て
、
開

成
町
ブ
ラ
ン
ド
認
定
産
品
で
あ
る

「
開
成
弥
一
芋
」
や
開
成
町
産
の

「
は
る
み
」
を
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
開
成
南
小
学
校
で
は
、

５
年
生
が
、
地
域
の
水
田
を
お
借

り
し
、
授
業
の
中
で
米
づ
く
り
を

学
ん
で
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
農
業
体
験
を
通
じ
て

農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
開
成
町
農
業
委

員
会
、
J
A
か
な
が
わ
西
湘
開
成

支
店
女
性
部
、
開
成
町
婦
人
会
な

ど
の
協
力
に
よ
り
、
毎
年
、
「
米

栽
培
体
験
学
習
塾
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　町でとれたお米のおいしさを次の世代に知ってもらい、
米づくりの大切さや、町の水田に親しみを持ってもらうた
めの活動に取り組んでいます。

町の米づくりを、
次世代に伝えていく

＼神奈川県産で初の特A獲得！／




